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道路建設事業の再評価項目調書

事 業 名 一般国道１８８号 柳井バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
やな い

所 在 地 柳井市柳井～柳井市南 町三丁目
やない や な い や な い みなみまち

事 業 概 要 一般国道１８８号は、岩国市を起点として山口県東部の瀬戸内海沿岸の諸都市を経

由し、下松市に至る延長約７０ｋｍの主要幹線道路である。

柳井バイパスは、柳井市中心部における交通混雑の緩和及び交通安全の確保を目的

として計画された延長３．５ｋｍのバイパスである。

事 業 着 手 平成元年度

総 事 業 費 約１９０億円 既 投 資 額 平成１４年度末まで

約４５億円（進捗率２４％）

再 ①事業 ア)事業をめぐる社会情勢等の変化

評 の必要 一般国道１８８号の柳井市中心部周辺は、昭和４０年代から始められた臨海部での

価 性に関 工業団地（南浜企業団地 ，流通団地（卸売センター）造成の完了に伴い、交通量が増）

の する視 加し、交通混雑や交通事故の多発のほか、交通環境の悪化が生じている。

視 点

点 イ)費用便益分析

道路事業に要する費用 道路整備による効果

総費用 ①走行時間

評価対象期間内 短縮便益 ２２２億円

＝整備期間＋４０年 ②走行経費

減少便益 １０億円

総事業費 190億円 ③交通事故

部分供用に要した事業費 40億円 減少便益 ６億円

残区間整備に必要な事業費 150億円

⇒現在価値換算事業費 124億円 総便益

①＋②＋③＝ ２３８億円(Ｂ)

①事業費 １２４億円

②維持管理費 １０億円

総費用①＋②＝ １３４億円(Ｃ)

費用便益分析の結果 Ｂ／Ｃ＝１．８

「費用便益分析マニュアル(案)による」

（H10.6.26 付け建設省道経発第14号通達）
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事 業 名 一般国道１８８号 柳井バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
やな い

再 ①事業 ウ)事業の進捗状況

評 の必要 １．主な経緯

価 性に関 平成 元年度 事業着手

の する視 平成 元年 ４月 都市計画決定

視 点 平成 ４年度 用地買収着手

点 平成１０年度 工事着手

平成１０年度 事業再評価

平成１４年１１月 都市計画変更

平成１５年 ４月 （市）宮本開作線～終点間( ㎞）暫定供用L=1.9
みやもとかいさく

２．事業の進捗状況

○工事の進捗状況

再評価時の工事進捗率は約３％であったが順次整備を図り、平成１４年度末

までの進捗率は約２７％である。

○用地補償の状況

再評価時の用地進捗率は約１％であったが、用地買収を促進し、平成１４年

度末で、全体の約３７％の用地買収が完了している。

○その他事業の状況

(主)柳井上関線(バイパス) 用地買収及び工事中（H10年代後半供用目標）



- 3 -

事 業 名 一般国道１８８号 柳井バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
やな い

再 ②事業 ・用地の進捗見込み

評 進捗の 現在、残るバイパス区間の用地取得を実施しているところであり、平成１５年度

価 見込み 末には約４２％の進捗となる見込みである。

の

視 ・工事の進捗見込み

点 平成１５年４月には（市）宮本開作線～終点(L=1.9km)間の暫定供用を行ったとこ
みやもとかいさく

ろである。

。残る区間についても用地買収が完了した区間より順次工事を行うこととしている

③コス ・新柳井大橋の平面・縦断線形を見直し、橋梁規模の縮小化により、コストの削減を

ト縮減 図った。

や代替 ・建設副産物の発生抑制や再生材利用等によりコスト縮減に努めている。

、 ， 、 。案の可 ・また ① ②の観点による再評価より 代替案を検討する必要はないと考えている

能性

今後の対応 ・事業継続

方針 平成１０年代後半のバイパス区間供用を目指し、事業を推進する。



一般国道188号　柳井バイパス一般国道188号　柳井バイパス
や　な　いや　な　い

事業再評価事業再評価

平成１５年６月

国土交通省　中国地方整備局

平成１５年６月

国土交通省　中国地方整備局
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・計画延長： Ｌ＝３．５ｋｍ

・幅　　　員：Ｗ＝３０．０ｍ

・道路区分：第３種第２級

・設計速度：Ｖ＝６０ｋｍ/ｈ
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●交通量の推移●交通量の推移
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交通量 混雑度
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大水道交差点

部分供用前後の
交通量比較
（グラフ）

注；大水道交差点断面日交通量は、12時間観測交通量に、
　　H11ｾﾝｻｽの昼夜率を乗じて日交通量を算出している。

注；H15の交通量は、大水道交差点付近の供用前(H15.4）

　　調査結果であり、混雑度はH11ｾﾝｻｽの柳井港付近の交

　　通容量をもとに算出している。

大水道交差点付近の断面交通量
おおすいどう

１９７

１６２ ３１

0 50 100 150 200 250

供用前

供用後

（百台/日）

18％減
Ｈ15.4.16調査

Ｈ15.5.13調査

バイパス
利用

（１．０９）

（１．３３）

（現道の混雑度）

部分供用前後の
交通量比較
（グラフ）

１９２

１９３

0 50 100 150 200 250

供用前

供用後

宮本交差点付近の断面交通量
みやもと

注；宮本交差点断面日交通量は、12時間観測交通量に、
　　H11ｾﾝｻｽの昼夜率を乗じて日交通量を算出している。
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・交通量は年々増加している。　　　　　　　　　　　　　　　　　

・H15.4の部分供用により、大水道交差点付近の交通量は18％減少。

・宮本交差点付近の交通量は依然多く、混雑度も１.３０と高い。

現道の状況



①　周南方面

大水道交差点の状況
　　おおすいどう

②　岩国方面

宮本交差点
　　　　の状況

　　みやもと
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⑤　新柳井大橋方面

新柳井大橋

大水道交差点の最大渋滞長　　　　　
　供用前 1,000m　→　部分供用後 250m

●渋滞状況　●渋滞状況　

・部分供用により、大水
道交差点の渋滞は緩和。

・しかし、宮本交差点で
は新たな渋滞が発生。

資料：交通量調査結果(H15.5）



●混雑緩和効果と連絡時間の短縮、沿道環境改善効果●混雑緩和効果と連絡時間の短縮、沿道環境改善効果

整備効果

・柳井バイパス起終点間で約２分短縮（６分→４分）　　　　　　　

・混雑度が減少し、走行性が向上！　

・騒音は環境基準を満足！（昼間；７５ｄＢ→６７ｄＢ、夜間；７１ｄＢ→６３ｄＢ）


	43-48.pdf
	一般国道188号　柳井バイパス


